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今尚、世界に多大な影響を与え続けているコロナ 

ウィルスの影響は私たちウィングワークスも他人事 

ではありませんでした。今回はそういった大変な状 

況下、色々な事に翻弄されながらも通い続けて頑張 

っているウィングワークス利用者の皆さまの活動を 

ご紹介したいと思います。 

現在のウィングワークスでの仕事はほぼ受注作業 

となっています。そのため、緊急事態宣言が発令されてからの 5 月、6 月は受注の仕事がほぼなくなっ

てしまい、作業量及び収入共に激減する形となりました。また、感染防止のため、開所時間の短縮や在

宅利用などの大きな変更もあり、利用されている皆さまは色々な意味で不安もあったと思います。 

そのような大きな混乱や不安の中、私たちの助けとなってくれたのは今まで

お世話になっていた受注先の会社の方々でした。ある会社はこちらも大変だろ

うと仕事を捻出して頂いたり、ある会社の方はこの状況下で困っていると相談

すると仕事を斡旋してくれたりと、このような緊急時だからこそ感じた人の温

かさが身に沁みました。 

現在は仕事の量も元に戻り、以前よりも多くなっている状況に感謝しながら

も毎日奮闘している次第です。利用者の皆さま共々、感じた恩義を少しでも返

せるよう日々頑張っています。 
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「永田のみんなに感謝」 
 

「ただいま！今日もよろしくお願いします。」永田のドアを開けながら心の声で呟く。 

「ふー。」安堵の吐息。こうして私の勤務は始まる。 

出来る限りの事務を終わらせ、食事作りに取り掛かる。作り終えた頃、次々と皆が帰って来る。 

時に疲れ果て元気なく帰って来ても、不思議と時間が経つにつれ元気になり、いつのまにかギャハハ

と陽気に笑っている。はしゃいでいる。 

そんな皆を見ていたり、一緒に笑い合っているのが私は大好きだ。皆の存在そのものが大好きだ。利

用者さんが望む生活のために私に何ができるのか、という思いが溢れてくる。 

勤務に入り、何度「ありがとう。」を言うだろう。数えきれない位のありがとうだ。 

どちらが支援しているのだろうと思ってしまう程に、いつも私は皆のあったかい思いに癒され心を育

てられている。 

そんな永田の皆に、そして、その皆の思いに心から感謝している。 

 

 

 


